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闇
Ⅲ
冊
　
ｈ
仙
仙
川
－
冊
間

脳
仙

も
ち
つ
き
大
会

十
八
首
、
第
二
保
育
園
（
吉
田
）
で

も
ち
つ
き
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
暖
冬
の
中
で
の
ポ
カ
ポ
カ

陽
気
。
園
庭
に
全
員
が
ね
じ
り
は
ち
ま

き
で
円
陣
を
組
ん
で
、
ま
ず
は
最
近
見

か
け
な
く
な
っ
た
、
う
す
、
き
ね
、
せ

い
ろ
な
ど
道
具
の
説
明
か
ら
。
　
－

い
よ
い
よ
も
ち
つ
き
だ
が
、
子
供
用

の
き
ね
も
重
く
、
最
初
は
役
場
の
お
兄

ち
ゃ
ん
た
ち
が
加
勢
し
仕
上
げ
を
園
児

た
ち
。
そ
し
て
、
即
席
の
長
机
の
上
に

粉
を
か
け
て
ま
る
め
ま
す
。
見
よ
う
見

ま
ね
で
隋
円
形
や
四
角
な
ど
の
ユ
ニ
ー

ク
な
も
ら
が
次
か
ら
次
に
出
釆
上
り
ま

す
。そ
し
て
、
ヨ
イ
シ
ョ
ヨ
イ
ン
ョ
の
掛

声
の
う
ち
に
、
2
0
毎
の
も
ち
が
2
時
間

余
り
で
つ
き
あ
が
り
ま
し
た
。

早
速
、
自
分
た
ち
で
つ
い
た
格
別
の

味
を
3
時
の
お
や
つ
で
食
べ
、
残
り
を

〝
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
″
の
お
土
産

に
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
－
き
っ
と
自

分
で
つ
い
た
自
慢
話
が
夕
食
を
飾
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

町　の人　口

11月末現在（）は昨年比

人　口　　26，590（＋748）

男　　12，944（＋401）

女　　13，646（＋347）

世帯数　　8．140（＋290）

町の面積　　1，082短2

役場の用事は早め　に。／　29　日　～　3　日　ま　で休み
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今
年
も
あ
と
一
週
間

て
明
る
い
正
月
（
写
真
は
防
犯
括
絹
締
り

細
菌
を
〝
つ
け
き
ず
、
ふ
や
さ
ず

生
か
さ
ず
〟

食
中
毒
は
夏
だ
け
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冬

季
と
い
え
ど
も
、
油
断
大

敵
で
す
。

特
に
、
今
か
ら
の
食
品

を
多
く
買
う
時
期
に
は
、

い
た
る
と
こ
ろ
に
細
菌
が

ま
す
。
万
一
凍
っ
た
と
き
は
、
タ
オ
ル

や
布
を
か
ぶ
せ
て
、
じ
ゃ
口
の
方
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
気
長
に
か
け
て

溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱
掛
を
か

け
る
と
、
水
道
管
や
じ
ゃ
ロ
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
年
末
年
始

水
道
修
理
指
定
店

泥

棒

は

心

の

ス

キ

を

ね
ら
っ
て
い
る

肌用冊

歳
末
大
売
出
し
、
忘
年
会
な
ど
人
と

金
の
動
き
が
激
し
く
な
る
年
末
は
、
例

年
、
現
金
日
あ
て
の
凶
悪
犯
罪
や
、
あ

き
巣
、
す
り
、
ひ
っ
た
く
り
、
あ
る
い

は
酒
に
酔
っ
て
の
暴
力
事
件
な
ど
の
犯

罪
や
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に
気
を
と

ら
れ
事
件
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、

特
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
明
る
い
正

月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

す
り
、
ひ
っ
た
く
り
に
ご
用
心

。
多
額
の
現
金
運
搬
は
な
る
べ
く
二
人

以
上
の
男
性
で
行
な
う
。

。
買
物
の
際
は
、
財
布
を
無
雑
作
に
買

物
カ
ゴ
な
ど
に
入
れ
な
い
。

あ
き
巣
ね
ら
い
に
ご
用
心

。
ち
ょ
っ
と
の
留
守
で
も
必
ず
戸
締
り

を
し
て
、
隣
近
所
に
「
ひ
と
声
」
留

守
を
頼
ん
で
出
か
け
る
。

。
多
額
の
現
金
は
家
に
置
か
な
い
ま
た

預
金
通
帳
と
印
鑑
は
別
々
に
保
管
し

て
お
く
。

。
や
す
む
前
に
は
戸
締
り
点
検
を
行
な

い
確
実
に
戸
締
り
を
す
る
。

暴
力
犯
罪
に
ご
用
心

。
い
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
た
時
は
、

き
然
と
し
た
態
度
で
応
符
し
相
手
に

つ
け
入
る
「
ス
キ
」
を
与
え
な
い
。

。
自
分
に
対
す
る
暴
力
被
害
は
も
ち
ろ

ん
、
他
人
が
被
害
を
受
け
て
い
る
時

も
、
ど
ん
な
小
せ
な
暴
力
で
も
兄
の

が
さ
な
い
で
一
一
〇
番
す
る
。

は
び
こ
り
ま
す
。

そ
の
う
え
、
都
合
の
惑
い
こ
と
に
、

食
品
の
中
で
細
菌
が
増
殖
し
て
い
て
も

臭
い
、
味
、
形
な
ど
の
変
化
が
起
こ
ら

な
い
場
合
も
あ
る
の
で
す
。

食
品
の
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
よ
う
な
見
え
な
い
敵
を
相

ヽ

手
に
す
る
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、
む
ず

か
し
い
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
散

の
性
格
を
知
れ
ば
自
ら
適
切
な
対
策
が

た
て
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
第
1
は
「
清
潔
を
保
ち
、
食
品

に
細
菌
を
つ
け
な
い
」
こ
と
で
す
。
食

品
や
調
理
器
具
、
調
理
場
所
な
ど
は
、

よ
く
洗
浄
し
て
、
消
毒
が
必
要
で
す
。

第
2
は
、
調
理
し
た
も
の
は
な
る
べ

く
早
く
食
べ
る
こ
と
で
す
。
長
く
置
く

と
、
細
菌
が
つ
き
増
殖
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。

第
3
は
、
加
熱
で
き
る
も
の
は
煮
る

か
、
焼
く
か
し
て
菌
を
殺
し
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
加
熱
で
き
な
い
も

の
は
、
冷
却
す
る
－
つ
ま
り
「
加
熱
ま
′

た
は
冷
却
」
の
原
則
で
す
。
細
菌
を
「

つ
け
ず
、
ふ
や
さ
ず
、
生
か
さ
ず
」
こ

の
三
原
則
を
お
忘
れ
な
く
。

ま
た
、
年
末
の
忙
し
い
と
き
で
す
。

業
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
「
猫
の
手

も
借
り
た
い
」
ほ
ど
で
し
ょ
う
が
、
食

品
の
衛
生
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
保
存
料
な
ど
食
品
添
加
物
は

．
過
信
″
す
る
こ
と
な
く
、
基
準
内
の

使
用
を
粧
守
し
て
下
さ
い
。
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．
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Ｈ
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Ｈ
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蜜
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石
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工
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河
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工
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魯
2
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1
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5

2

7

6

飯
野
工
務
店
　
⑪
6
1
1

・
1
0
0
4

九
州
電
気
工
事
㈱
　
宙
2

0

1

．

1

5

1

ュ

ｌ

㈲
木
下
工
業
所
　
澱
2
0

1
，
2
0
8
3

人
江
設
備
　
宙
2
0
1
・

2
5
1
1

お
済
み
で
す
か

水
道
管
の
冬
じ
た
く
は

大
丈
夫
で
す
か

交通共済の手続

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
Ｃ
以
下
に
な

る
と
水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
っ

た
り
破
壊
し
た
り
し
ま
す
。
特
に
風
当

た
り
の
強
い
所
や
、
北
向
き
に
あ
る
所

は
保
温
材
で
保
護
し
ま
し
ょ
う
。
保
温

材
は
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

勃
田

町
水
道
課
指
定
工
事
店
で
も
取
付
け

鉦
二
㌧

掛
金
は
…
＝
・
ｌ
人
に
つ
き
加
入

月
か
ら
来
年
9
月
ま
で
の
月
数

に
、
3
0
円
を
乗
じ
た
金
額
で
す
。

（
こ
れ
ま
で
に
一
度
も
加
入
し
た

こ
と
が
な
い
人
は
、
一
世
揖
当
り

1
0
0
円
の
出
資
金
も
必
要
で

す
）
。
受
付
け
は
随
時

加
入
手
続
き
は
…
…
役
場
住
民

係
ま
で

交通ル　ー　ル　を今　日　も　守っ　て　し　あ　わせ家族
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．
、

麻
し
　
ん
　
（
は
し
か
）
　
の

予
防
接
種
　
の
　
お
知
ら

㊥
接
種
期
間

昭
和
5
5
年
1
月
よ
り
3
月
ま
で
を
重

点
接
種
期
間
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
原
則
と
し
て
は
年
間
を
通
じ

接
種
で
き
ま
す
。

㊥
問
診
票
の
交
付

接
種
を
受
け
た
い
か
た
は
、
母
子
手

帳
及
び
印
鑑
持
参
の
上
、
町
衛
生
係

の
窓
口
で
問
診
票
を
受
け
て
下
さ
い

㊥
接
種
機
関

町
の
左
の
医
療
機
関
で
問
診
票
、
母

子
手
帳
及
び
印
鑑
持
参
の
上
接
種
を

受
け
て
下
さ
い
。

楠
本
病
院
（
吉
田
）
、
楠
本
医
院
（

頃
末
）
、
中
村
病
院
（
下
二
）
、
前

原
病
院
（
樋
口
）
、
森
田
医
院
（
梅

ノ
木
団
地
）

㊥
接
種
料

2
千
円
（
上
記
接
種
料
は
、
町
で
一

人
当
り
、
2
千
円
補
助
を
差
引
い
た

料
金
で
す
）

㊥
接
種
対
象

生
後
1
8
か
月
～
3
6
か
月
の
幼
児
。
な

お
、
生
後
1
2
か
月
～
1
7
か
月
、
3
7
か

月
～
7
2
か
月
で
も
接
種
で
き
ま
す
（

た
だ
し
、
今
ま
で
に
麻
し
ん
に
か
か

っ
た
人
、
接
種
幼
児
は
除
く
）

⑧
接
種
上
の
注
意

。
対
象
年
令
、
実
施
適
期
を
厳
守
し
、

前
後
1
か
月
は
、
他
の
予
防
接
種
は

一
切
で
き
ま
せ
ん
。

。
ガ
ン
マ
ー
グ
ロ
ブ
リ
ン
注
射
後
は
3

せか月
以
内
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

。
免
疫
産
生
異
常
を
き
た
す
恐
れ
の
あ

る
疾
病
（
白
血
病
、
要
性
リ
ン
パ
腫

な
ど
）
及
び
放
射
線
療
法
な
ど
を
受

け
て
い
る
場
合
は
治
療
中
止
後
6
か

月
以
内
は
接
種
で
き
な
い
。

。
接
種
す
る
場
合
は
、
健
康
状
態
を
十

分
把
握
し
、
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
医

師
に
相
談
す
る
。

。
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
5
～
1
4
日
目
に
発

熱
し
や
す
い
。

。
接
種
後
ツ
反
応
が
陰
転
化
す
る
傾
向

が
あ
る
の
で
前
後
は
そ
の
判
定
に
注

意
す
る
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
医
療
機

関
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

福
祉
協
会
と
偽
っ
て

商
品
販
売
を
二

ご
注
意

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
の

申
請
書
提
出
　
‥
1
月
5
日
ま
で

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭
和
5
5

年
度
水
巻
町
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
作

成
の
た
め
、
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

を
各
地
区
の
生
産
組
合
長
を
通
し
て
各

世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権
を
有
す

る
者
の
資
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
業
委
員
会
の
区
域
に
住
所
を
有
す

る
人

㊥
1
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
人

㊥
年
間
6
0
日
以
上
農
作
業
に
従
事
す
る

人
④
年
令
は
満
2
0
歳
以
上
の
人
（
昭
和
3
5

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

各
世
帯
で
、
昭
和
5
5
年
1
月
1
日
現

在
で
申
請
書
を
記
入
し
、
1
月
5
日
ま

で
に
生
産
組
合
長
に
提
出
し
て
下
さ
い

申
請
書
は
、
年
内
に
各
世
帯
へ
配
布

し
ま
す
が
、
申
請
書
が
届
か
な
い
と
き

は
、
役
場
住
民
係
（
選
管
事
務
局
）
　
へ

問
合
せ
下
さ
い
。

最
近
、
町
内
で
も
〝
身
体
障
害
者
の

福
祉
基
金
を
作
る
た
め
に
ぜ
ひ
ご
協
力

下
さ
い
″
と
偽
っ
て
、
不
良
商
品
な
ど

を
高
く
販
売
す
る
ケ
ー
ス
が
ふ
え
て
い

ま
す
。県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、
せ

っ
か
く
芽
生
え
た
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

に
不
信
を
い
だ
か
せ
る
こ
と
に
な
り
、

当
協
会
と
し
て
も
大
変
迷
惑
を
こ
う
む

っ
て
い
ま
す
。

当
協
会
で
は
、
販
売
事
業
す
る
場
合

は
、
各
市
町
村
障
害
者
団
体
に
了
承
の

う
え
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
不
信
の
際

は
、
支
部
会
長
、
内
野
（
含
2
0
1
・

8
0
7
0
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

福
岡
県
最
低
賃
金

一

日

－

2

5

3

1

円

福
岡
県
で
適
用
す
る
最
低
賃
金
が
十

二
月
か
ら
改
定
さ
れ
、
一
日
1
2
5
3

1
円
（
時
間
当
り
3
1
9
円
）
と
な
り

ま
し
た
。

産
業
別
事
業
所
（
食
品
、
繊
維
、
木

材
な
ど
）
で
は
、
こ
れ
以
上
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
く
わ
し
く
は
八

幡
労
働
基
準
監
督
署
ま
で

武
尾
金
男
氏
に

町
か
ら
感
謝
状

こ
の
度
　
伊
藤
町
長
よ
り
武
尾
金
男

氏
（
6
7
歳
）
～
頃
末
在
任
～
に
対
し
、

感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
武
尾
氏
が
県
施
工
立
屋
敷

線
踏
切
除
却
工
事
に
関
し
、
そ
の
公
共

性
を
重
要
視
さ
れ
、
道
路
用
地
を
寄
付

さ
れ
た
も
の
で
す
。

覿
在
、
3
号
線
よ
り
中
間
、
猪
熊
へ

と
遠
賀
川
沿
線
に
便
利
に
な
っ
た
の
も

武
尾
氏
を
は
じ
め
他
所
有
者
の
ご
理
解

と
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

簡
易
保
険
（
郵
便
局
）

町
財
政
に
大
き
く
貢
献

み
な
さ
ん
が
積
立
て
て
お
り
ま
す
郵

便
局
の
簡
易
生
命
保
険
は
市
町
村
な
ど

の
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
め
、
公
団
、

公
庫
な
ど
の
政
府
機
関
に
融
資
さ
れ
、

住
宅
や
学
校
、
道
路
な
ど
皆
さ
ん
の
身

近
な
生
活
環
境
の
整
備
拡
充
に
利
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
住
み
よ
い
町
づ
く
り

の
為
、
一
人
一
人
の
積
立
金
が
、
有
意

義
に
活
用
さ
れ
、
町
の
振
興
の
一
役
を

荷
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
明
る
い
日

本
を
作
る
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

水
巻
町
に
お
い
て
も
5
3
年
度
は
3
億

5
千
万
円
、
5
4
年
度
は
前
年
と
同
額
程

度
を
借
入
れ
る
予
定
で
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

も健康だよりも

脳卒中、心臓病
予防の十か条

モ叫
Ｍ
．
“

人
は
、
動
脈
硬
化
と
と
も
に
老

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
死
亡

順
位
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
こ
れ
等

の
病
気
は
、
こ
の
時
期
に
集
中
し

て
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
十

分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〃
1
7
ヽ
〃
、
1
“
ク
も
”
け
“
〃
せ
け
〃
Ｏ
か
ハ
“
〃
も
り
け
ヰ
〃
ｎ
ｌ
ク
も
〃
け
“
〃
ｎ
Ｍ
〃

①
過
労
は
さ
け
る

㊥
趣
味
や
誤
楽
で
気
分
転
換
を

⑧
充
分
な
睡
眠
を

④
急
激
な
温
度
の
変
化
に
注
意
を

⑤
食
べ
過
ぎ
は
や
め
て
、
腹
八
分

目
に

⑥
肥
り
過
ぎ
な
い
よ
う
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
と
運
動
を

⑦
塩
分
を
と
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

⑧
酒
や
タ
バ
コ
の
飲
み
過
ぎ
に
注

意
を

⑨
便
通
を
整
え
ま
し
ょ
う

⑲
高
血
圧
の
人
は
、
定
期
的
に
血

圧
を
計
り
ま
し
ょ
う
。

ク
も
′
Ｉ
バ
や
〃
1
1
ク
も
〃
Ｈ
ｍ
ク
も
〃
て
∑
∫
1
1
7
も
〃
Ｉ
ｕ
ク
も
Ｉ
′
、
ケ
ｌ
ｍ
ケ
ｈ

風邪に負けるな／　自分のからだは　自分で健康管理
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母
親
学
級

▼

日

時

　

1

月

7

日

・

1

4

日

・

2

1

日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
者
　
初
妊
婦

母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と
。

母
子
手
帳
交
付

母
子
手
帳
の
使
い
方
及
び
妊
娠
中
の

保
健
指
導
を
い
た
し
ま
す
。
必
ず
1
0
時

ま
で
会
場
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▼

月

日

　

1

月

7

日

・

2

1

日

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

1
月
の
仙
配
。
驚
談

▼

日

時

　

1

月

8

日

・

1

8

日

・

2

8

日

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

県
交
通
事
故
相
談

無
料
で
す
、
お
気
軽
に

▼
日
時
　
1
月
7
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
間
市
役
所
市
民
談
話
室

遠
賀
・
中
間
医
師
会

看
護
学
校
生
徒
募
集

▼
募
集
人
員
　
4
0
名

▼
教
育
期
間
　
2
年

▼
入
学
資
格
　
中
学
卒
ま
た
は
高
校
卒

▼
原
書
締
切
　
2
月
1
3
日
ま
で

合
格
者
は
原
則
と
し
て
医
療
機
関
に

就
職
し
、
看
護
助
手
と
し
て
働
き
な
が

ら
通
学
し
ま
す
。

奨
学
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

北
九
州
高
専
生
徒
募
集

▼
募
集
人
員

機
械
工
学
科
－
8
0
名

電
気
・
化
学
工
学
科
－
各
4
0
名

▼
出
願
資
格
　
中
学
校
卒
業
し
た
者
－

来
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む

▼
願
書
受
付
　
5
5
年
2
月
1
日
～
9
日

ま
で
北
九
工
業
高
等
専
門
学
校
学
生

課

に

（

含

9

6

2

・

5

8

3

1

）

電
話
教
室
の
申
込
み

電
話
の
仕
組
み
か
ら
じ
ょ
う
ず
な
使

い
方
、
マ
ナ
ー
ま
で
、
電
話
に
関
す
る

知
識
を
無
料
で
教
授
し
ま
す
。

子
供
会
、
婦
人
会
、
新
入
職
員
な
ど

の
学
習
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

ご
希
望
の
日
時
に
出
張
講
義
を

▼
申
込
み

最
寄
り
の
電
話
局
へ

工
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
を

製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん
、
今
年
も

恒
例
の
「
工
業
統
計
調
査
」
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
の
調
査
の

た
め
、
年
始
の
お
忙
し
い
中
を
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
が
、
ご
協
力
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
製

造
業
の
実
博
や
製
造
活
動
の
現
状
が
明

ら
か
に
な
る
ほ
か
、
調
査
の
デ
ー
タ
は

み
な
さ
ん
の
生
産
や
販
売
プ
ラ
ン
に
役

立
、
ま
た
、
都
市
開
発
や
下
水
道
計
画

の
資
料
と
な
る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
国

民
生
活
の
向
上
に
広
く
活
用
さ
れ
ま

す
。み
な
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調

査
票
は
、
総
計
以
外
の
目
的
に
使
わ
れ

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
お
書
き
下
さ

い
。
な
お
、
不
明
な
点
は
、
役
場
企
画

係
ま
で
問
合
せ
下
さ
い
。

机
山
荘
の
休
館
日
変
更

机
山
荘
（
老
人
い
こ
い
の
家
）
の
休

館
日
が
来
年
一
月
よ
り
次
の
と
お
り
な

り
ま
す
。

○
毎
週
日
曜
日
、
た
だ
し
祭
日
、
1
2
月

2
8
日
～
1
月
4
日
、
盆
休
み
も

〔
水
巻
町
職
員
異
動
〕

○
新
規
採
用
（
1
2
月
3
日
付
）

給
食
調
理
員
　
山
口
史
代
、
村
上
起

美
子

年末・年始「急病センター」臨時開設
急病でこられるかたは次のことをご注意
ください。

㊥診察は「有料」です
④米所のときは、印鑑と被保険者証、生活
保護世帯は診療依頼書　老人、乳幼児、
身障者のかたは被保険者証と医療証を持参して下さい。
⑧原則として往診はいたしません。
㊥臨時開設場所、遠賀保健所内（魯201・4161・0629）
㊥診療日・時間　012月31［］10時～18時　01月

01月2日・3日10時へ18時

1月のし尿汲取予定日

4日　頃末、猪熊

5日　頃末、唐鮨県住、鯉口、猪熊

7日　唐熊県住、鯉口、御輪地、猪熊

8日　頃宋（15、25区）、猪熊、鯉口、

御輪地、垣添、新生街（山の口団

地）

9日　頃末（18区）、松栄荘団地、車返

し、緑風園、中央区、猪熊

10日　松栄荘団地、美吉野団地、頃末（

5、13、14区）、緑風園、川端通

り、中央区、県道筋

11日　頃末（5、13、14区）、川端通り、

県道筋、美吉野団地

12日　片山、宮尾、ヌメリ石、立屋敷、

伊左座、美吉野団地、古賀、新生

14日　古賀区、高松区、古買、机

大橋、商店街、月夜待、本村、下

16日　頃末〔6、11、14区）、二町住、

下二町住　率返し、二

17日　頃末（6、11、14区）、吉田団地、

宮尾、御輪地、宮ノ下社宅

18日　吉田団地　机社宅　樋口卯月

19日　吉田団地　樋口、猪熊

21日　二、下二、猪熊町住

22日　本村、伊左座、古賀県住、古賀区

（梅ノ木団地側〕

23日　みずほ団地

24日　みずほ団地、幼稚園通り

25日　幼樅園通り

28白　梅ノ木区

29日　梅ノ木区

あ　な　た　の役場です　電言語（201）4321番

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤

集

　

水

巻

町

企

画

財

政

課

（

電

　

2

0

1

1

拍

冷

牟

田
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刷
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